
5 り んこのハダニ類に対する殺ダ
ニ剤の効果と適用 (園試 環 境部)

殺ダニ剤は、連用すると抵抗性を獲得し
て効かなくなるので、

ハダニ類の種類別な発生状況を十分観察把握
して、それに適合す

る殺ダニ剤を選択的に使用する。同
一薬剤の年間使用回数は 1回

とする。

1 背 景とねらい

防除の対象となる主なハダニ類は、リンゴ
ハダニ、ナミハダニであるがその発生は天候の影警

とともに、抵抗性による防除薬剤の効力減退などから多発をまねいている場合が少なく
ない。

抵抗性の獲得は、同
一薬剤の短期連用が主因であるほか、他剤との関係でも生 じている。同

一

薬剤の年 1回使用でも長年使用するに従
つて除々に効力の低下がみられている。

これらのことから、殺ダニ剤を効果的に選択使用するために地域別の
ハダニに対して効力検定

を行った結果、その効果、適用に開する資料を得たので参考に供する。

2 技 術内容

従来の 「殺ダニ剤使用表」を 「殺ダ
ニ剤の効果適用表」に改める。

表 1  役 ダニ剤の効果適用表

農 薬 濃 度 リンゴハダニ ナミハダニ
ボル ドー 液
混 合 可 否

クロルマ イ ト乳剤 1,000倍 ○ △ 可

アカ ール 4 5 乳 剤 1,500 ″ ○ △ 可

シ ト ラ ゾ ン 乳剤 1.500 ″ ○ X 不  百T

り9F丁珍ロン乳剤 1.000 ″ ○ △ 可

ェイカ ロール乳剤 1,500 ″ ○ △ 可

プリクトラン水和剤 1,500 〃 ◎ ◎ 不 可

チエックサイド水和剤 1,000 ″ ○ △ 可

マイトサイジンB乳 剤 1.000 ″ ◎ ◎ 直前可

オ マ イ ト水 和剤 750 ″ ◎ ◎ 不 可

凡例 ◎ す ぐれている ○ 効果がある △ 劣る X効 果なし

(3)指 導上の留意点

1)役 ダニ剤の選択は、ハダニ類の種類別発生状況によって行い、適期に使用する。

2)ナ ミハダニ重点対象薬剤はオマイト水和剤、マイトサイジンB乳 剤、プリクトラン水和剤で

ある。

3)オ マイト水和剤は7月 以前に用いると薬害の恐れがあるので、8月以降の使用とする。また、

ボルドー液との混用は不可であり薬害の恐れのあるダイホルタン水和剤、ダイアジノン水和剤

との混用は避ける。
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4)マ イトサイジンB乳 剤は、ボルドー液直前混用は可能であって夏期使用を主体とし、散布時

は防除メガネを用いる。

手散布園では使用しない。

5)プ リクトラン水和剤はボルドー液混用不可であり、 リ ンゴハダニに対しては 20日 、ナ ミハ

ダニに対 しては 30日 以上おいて用いる。

したがってボルドー散布園での使用時期は落花直後から6月 中旬までの間と8月 下旬から9

月上旬になる。

6)同 一薬剤の年間使用回数は 1回にとどめる。

(4)試 験成績の概要

ナミハダニに対しては、各地域とも高い死虫率を示した殺ダニ剤は、プリクトラン水和剤、マ

イトサイジンB乳 剤、オマイト水和剤の 3薬剤である。他の殺ダニ剤の平均死虫率は、 60～ 75

%の 範囲にとど
°
まり効力低下の傾向がうかがえる。

シトラゾン水和却め効果が著 しく低いが、成分的にはこの薬剤はナミハダニに対 して効かないこ

とが判明している。

リンゴ′ヽダニに対しては
'、
プリクトラン水和剤、マイトサイジンB字し剤、オマイト水和剤の各薬

剤の平均死虫率は97%以 上ですぐれる。他の殺ダニ剤についても大きな効力低下の傾向がみら

れない。

表 2 地 域別によるナミハダニ成虫に対する殺ダニ剤の殺虫効果

薬 剤
供 試 濃 度 供試虫数

(2区言つ

2 4時 間後平均死虫率 % 平 均

申倍 数 成 分% 県 南 県中南 県 中 県  北

ク ロルマイ ト乳剤 1,000    0,「 )2 20 75 65 70 30 60

ア カ ール 4 5 乳 剤 1,500   0。 03 20 85 75 75 50 60

シ トラ ゾ ン乳剤 1,500   0,01 20 15 5 20 15 13.8

(ラツサタロン乳剤 1,000   0.05 20 65 30 75 80 62.5

エイカロール乳剤 1,500   0.03 20 70 40 60 65 58.8

プリクトラン水和剤 1,500    0.03 20 100 100 100 100 100

チエックサイ膨k和剤 ■000 段82 20 85 65 75 75 75

マィ出イジンB乳 剤 1,000    8i∫古 20 100 100 100 100 100

オマイ ト水和 剤 750    8100台20 95 95 100 95 96。3
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表 3 地 域別によるリンゴハダニ成虫に対する殺ダ
ニ剤の紋虫効果

一　

薬 剤

供 試 濃 度 供試虫数

( 2 区こ言十)

24時 間後平均死虫率% 平 均

死虫評%倍 数 成 分% 県 南 県中南 県 中 垢業  Jヒ

クロルマイ ト乳剤 1,000    o。 02 20
質
υ
Ｏ
Ｏ 80 90 90 86,3

アカール 4 5 乳剤 1,500    0.03 20 90 95 85 85 88.8

シ トラゾ ン 乳剤 1,500    0.01 20 90 85 85 95 88.7

ヮ,上サゥロン乳剤 1,000    0,05 20 85 95 80 85 86,3

ェィカロール乳剤 1,500    0.03 20 80 90 95 85 87.5

プリクトラン水和剤 1,500    0.03 20 100 100 100 100 100

チエックサイ膨K和剤 1,000    8!8220 80 90 85 90 86.3

マイトj/fジソB乳 剤 1,000    818320 100 100 100 100 100

オマ イ ト 水 和剤 750    0.04 20 100 95 95 100 97.5

-157-




